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I はじめに I ----四'5 . UNISOR（国連国際防災戦略）琵三ニ..:.ロ-•;]¥誓．l 田輝直凪ば翌譴塩；
l：三~111111,JJ ＇こ ・な芯ば発生するのか？

酒；I軋lll貞Illlり！しIJ_llll|『：且日悶醤字？せる）
近年の主な地震発生

2018/1/14ーペルー沿岸(M7.3}
2017/11/13ーイラン国境(M7.21
2017/9/8ーメキシコ中部(M7.l)
2016/10/26 -イタリア中部(M651
2016/04/17ーエクアドル沿岸 (M7.8)
2016/04/16-8本・熊本地震 (M7.l)
2016/03/02ーインドネシア付近 (M7.9)
2015/09/16ーチリ・イヤベル地震 (M83)
2015/04/25ーネパール地震 (M7.8)
2014/04/01ーチリ ・ィキケltil震 (MB.2)
2013/04/20ー中国・四川省 (M7.0)
2012/04/11ーインドネシア・ スマトラ島沖地震 (M8.7)
2011/03/11ー日本・東北地方太平洋沖地震 (M9.0)
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災害が発生した場合

救出 ・救援活動が早く開始されるほど被害拡大を抑えられる ： 防災力を高める
災宮発生口後の始動対応において、自主防災組織など地域に密蒼した救援活動が必要

しかし、現地の消防 ・警察も被宮を受けており、初期における救助が円沿にできない

他地域からの救援活動が大事になる ➔ 土地鑑がない

被災状況を迅速に把握する必要がある （人口密集地域のみならず中山間の集落）

地哀災宮による披災地を短時問で抽出し現場の救援対菜に必要な支扱データ作成

・ 単画像で処理と補助データを用いない

・ 機械学習による精度向上
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地震前 地震後 被災地判別結果
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Haralcのテキスチャ特徴量
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2階層領域分額から得られる特徴量
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